
特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び

活性化に関する特別措置法（平成２１年法律第６４号）における準特定地域の

適正と考えられる車両数（以下「適正車両数」という。）を算定したので別添

のとおり公示する。

なお、適正車両数の算定基礎数値は、別紙のとおりである。

近畿運輸局長 服部　真樹

公　　示

準特定地域における適正と考えられる車両数について

近運自二公示第 ２１号

 令和７年８月２９日



上限 下限

大阪 大 阪 市 域 8,933 7,940 12,400 28.0

北 摂 437 388 675 35.3

河 北 439 389 712 38.3

河 南 111 97 153 27.5

河 南 Ｂ 101 90 120 15.8

京都 京 都 市 域 4,104 3,648 5,716 28.2

兵庫 神 戸 市 域 2,940 2,614 4,728 37.8

東 播 磨 285 249 558 48.9

姫路・西播磨 506 425 784 35.5

奈良 奈 良 市 域 221 196 318 30.5

生 駒 74 65 146 49.3

中部（奈良） 92 82 155 40.6

滋賀 大 津 市 域 193 172 312 38.1

湖 南 186 166 267 30.3

中部（滋賀） 71 59 131 45.8

湖 東 41 34 112 63.4

湖 北 74 60 150 50.7

和歌山 和 歌 山 市 域 531 414 844 37.1

※上記「令和6年度末車両数」は、特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業
の適正化及び活性化に関する特別措置法（以下「タクシー特措法」という。）第２条第９項に定
める事業用自動車（一般乗用旅客自動車運送事業（１人１車制個人タクシーに限る。以下「個人
タクシー」という。）を除く。）の数である。

（別添）

準特定地域における適正車両数
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１．算定方法

　　輸送需要量 ÷ （平均総走行キロ × 平成１３年度実車率 ÷ 平均延実働車両数） ÷ 365 ÷ 実働率

２．適正車両数の算定基礎数値

 ①一般タクシー

上限*4 下限*4

大阪 大 阪 市 域 196,313,797 0.96 0.42 2,264,591 0.80 0.90

北 摂 11,917,914 0.94 0.52 146,751 0.80 0.90

河 北 9,354,327 0.93 0.48 137,935 0.80 0.90

河 南 3,031,444 0.94 0.51 36,473 0.80 0.91

河 南 Ｂ 2,653,196 0.94 0.49 33,571 0.80 0.90

京都 京 都 市 域 80,032,445 0.95 0.41 1,026,458 0.80 0.90

兵庫 神 戸 市 域 60,664,936 0.94 0.43 846,830 0.80 0.90

東 播 磨 4,920,332 0.93 0.44 84,267 0.79 0.90

姫路・西播磨 8,898,943 0.94 0.44 148,543 0.76 0.90

奈良 奈 良 市 域 4,342,815 0.96 0.48 64,994 0.80 0.90

生 駒 1,607,233 0.93 0.46 26,348 0.80 0.90

中部（奈良） 1,588,948 0.93 0.46 31,007 0.80 0.90

滋賀 大 津 市 域 3,716,471 0.94 0.46 68,339 0.80 0.90

湖 南 3,810,633 0.96 0.48 54,830 0.80 0.90

中部（滋賀） 1,087,125 0.92 0.45 24,061 0.74 0.90

湖 東 733,361 0.88 0.47 17,899 0.75 0.90

　 湖 北 1,139,686 0.92 0.46 26,590 0.73 0.90

和歌山 和歌山市域 7,097,075 0.94 0.42 140,097 0.70 0.90

 ②その他ハイヤー

下限*5

大阪 大 阪 市 域 0.45

北 摂 0.49

河 北 0.55

京都 京 都 市 域 0.45

兵庫 神 戸 市 域 0.53

東 播 磨 0.61

姫路・西播磨 0.52

（別紙）

※その他ハイヤー（道路運送法施行規則第４条第８項第３号の規定に基づき国土交通大臣が定める区分を定める告示（平成２
６年国土交通省告示第５９号）第２号に規定するハイヤーをいう。以下同じ。）がある営業区域にあっては、算定した一般タ
クシー（タクシー特措法第２条第９項に定める事業用自動車からその他ハイヤー及び個人タクシーを除いたもの。以下同
じ。）の必要車両数と平成２６年１月２７日現在の一般タクシーの車両数の乖離率を用いてその他ハイヤーの必要車両数を算
定し、これを一般タクシーの必要車両数に加えて算定したものである。
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輸送需要量*1の算定 適正車両数の算定

令和6年度
総実車キロ
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平均総走行キロ
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実働率

394,690,940

25,000,957

19,560,593

6,258,694

5,714,442

160,023,907

133,838,606

11,128,546

20,363,118

8,843,983

3,900,878

3,680,511

9,208,742

7,708,731

2,737,811

2,152,001

3,073,122

16,597,802
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適正車両数の算定

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数

乖離率

上限*5

288 0.39

3 0.43

2 0.50

83 0.38

96 0.47

22 0.55

19 0.42

※「平均対前年度比率」、「平成13年度実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３位で四捨五入
して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

*1・・・・・「輸送需要量」＝「令和6年度総実車キロ」×「平均対前年度比率」

*2・・・・・「平均対前年度比率」は、令和2年度から令和6年度における総実車キロの対前年度比率の平均値

*3・・・・・「平均総走行キロ」及び「平均延実働車両数」は、令和2年度から令和6年度における
　　　　　  総走行キロ及び延実働車両数の平均値

*4・・・・・実働率の「上限」は80％又は平成13年度値のいずれか低い数値、「下限」は90％又は平成13年度の
     　　　 いずれか高い数値

*5・・・・・乖離率の「上限」は一般タクシーの適正車両数の上限値と平成26年1月27日現在の車両数の乖離
            率、「下限」は一般タクシーの適正車両数の下限値と平成26年1月27日現在の車両数の乖離率


